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市
内
の
農
村
集
落
で
は
、
過

疎
・
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

の
た
め
、
農
地
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
農
業
農
村
の
姿
を
考
え
る

と
、
し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

農
業
は
、
市
の
重
要
な
産
業

で
あ
り
、
各
種
団
体
か
ら
支
援

さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
成
果
が

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

遊
休
地
や
荒
廃
地
が
今
以
上
の

ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
る
。

　

農
地
と
農
村
集
落
の
現
状
を

正
確
に
把
握
し
、
中
長
期
に
渡

る
展
望
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立

て
て
い
く
の
か
。
地
域
ご
と
の

関
係
者
が
議
論
を
尽
く
し
、
高

島
の
風
土
に
合
っ
た
農
業
農
村

の
振
興
指
針
を
出
し
て
早
急
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問　
担
い
手
対
策
は
。

答 

産
業
経
済
部
長

　

認
定
農
業
者
を
地
域
の
中
心

経
営
体
と
位
置
付
け
、
担
い
手

に
農
地
の
集
積
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
青
年
就
農
給
付
金
制

度
等
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

問　
遊
休
農
地
対
策
は
。

答　

不
耕
作
地
の
実
態
調
査

を
基
に
、
農
業
振
興
地
域
内
の

農
用
地
を
中
心
に
、
地
権
者
の

意
向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
話
し
合
い
を

通
じ
、
農
地
の
「
出
し
手
」
と

「
受
け
手
」を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

担
い
手
に
農
地
が
集
積
す
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

問　
有
害
鳥
獣
対
策
は
。

答　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や

ハ
ク
ビ
シ
ン
と
い
っ
た
外
来

種
が
急
速
に
増
加
し
、
農
作

物
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
生
活
環

境
に
も
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

か
ら
、
檻お
り

の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
出
没
情
報
の
収
集

や
他
市
の
取
り
組
み
等
も
参
考

に
、
捕
獲
を
推
進
し
ま
す
。

問　
特
産
品
振
興
対
策
は
。

答　

地
域
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
上
で
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
等
の
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
す
る
こ
と
は
有
効
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
の
強
化
も

重
要
な
こ
と
か
ら
、
直
売
所
や

認
証
農
家
の
紹
介
等
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
加
え
市
民
協
働
事

業
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
薬
の
安
全
使
用

に
係
る
講
習
会
等
を
開
催
し
、

生
産
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

問　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
は
。

答　

農
業
の
直
面
し
て
い
る

課
題
を
解
決
す
る
上
で
、ま
た
、

各
集
落
が
将
来
の
農
業
農
村
を

考
え
る
上
で
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、
市
と
し
て
も
策
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

問　

農
地
中
間
管
理
機
構
の

創
設
は
。

答　

国
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
新
た
な
水
田
農
業
政
策
」
の

内
容
は
、「
農
地
中
間
管
理
機

構
」
の
創
設
も
含
め
、
従
来
の

米
政
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
内

容
で
す
。
具
体
的
な
内
容
が
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国

の
動
向
に
注
視
し
、
生
産
現
場

の
声
に
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。

用
語
解
説

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
…

地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
計

画
●
農
地
中
間
管
理
機
構
…

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
を
行
う
機
構

問　

市
の
財
政
状
況
を
判
断

す
る
指
標
は

　
　

⑴
経
常
収
支
比
率

　
　

⑵
実
質
公
債
費
比
率

　
　

⑶
将
来
負
担
比
率

　
　

の
３
つ
の
指
標
で
あ
る
。

　
　
　
⑴
の
経
常
収
支
比
率
と

は
、
毎
年
経
常
的
に
収
入

さ
れ
る
使
い
道
を
制
限
し

な
い
収
入
に
対
し
固
定
的

に
支
出
す
る
費
用
の
割
合

を
示
す
指
標
で
す
。

　
　
　
平
成
24
年
度
の
実
績
は

87
・
４
％
で
あ
っ
た
。
良

い
数
値
が
出
て
い
る
が
結

果
論
か
。

　
　
　
平
成
21
年
度
は
91・９
％

で
殆
ど
余
裕
が
な
く
、
財

政
が
硬
直
し
て
し
ま
っ

た
。
な
ぜ
硬
直
し
た
の
か
、

他
の
年
度
と
比
較
し
財
政

上
の
課
題
、
政
策
上
の
課

題
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　
目
標
管
理
が
出
来
る
財

政
計
画
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
。
現
実
的
に
意
識

を
持
っ
て
目
標
管
理
が
出

来
る
か
。

　
　
　
平
成
26
年
度
予
算
で

は
、
ど
の
程
度
の
経
常
収

支
比
率
を
目
論
ん
で
い
る

の
か
報
告
し
て
ほ
し
い
。

　
　

⑵
実
質
公
債
費
比
率
や
⑶

将
来
負
担
比
率
は
、
債
務

額
が
標
準
財
政
規
模
（
経

常
的
収
入
）
と
比
べ
ど
の

程
度
に
な
っ
て
い
る
か
を

表
す
。

　
　
　
各
種
の
政
策
説
明
会
や

地
域
審
議
会
で
財
政
的
に

課
題
が
多
い
と
説
明
し
て

い
る
が
、
具
体
的
に
ど
う

い
う
状
況
な
の
か
を
説
明

す
べ
き
。
今
般
提
案
さ
れ

た
行
財
政
計
画
案
で
は
、

通
年
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

続
け
た
場
合
、
平
成
31
年

度
に
36
億
5
千
万
円
の
財

源
不
足
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
高
島
市
の
平
均
的
な

市
税
収
入
額
55
億
円
か
ら

考
え
て
も
、
決
し
て
従
来

通
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

今
後
も
続
け
ら
れ
る
よ
う

な
財
政
力
で
は
な
い
。
さ

て
、
ど
う
す
る
か
。

答 

総
務
部
長

　

平
成
24
年
度
決
算
を
総
括
す

る
と
、
普
通
交
付
税
が
伸
び
、

物
件
費
等
が
減
少
し
た
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

今
後
全
職
員
が
政
策
上
の
改

善
根
拠
と
な
り
得
る
も
の
を
常

に
意
識
し
、
新
た
な
財
源
の
確

保
、
き
め
細
か
な
事
務
執
行
経

費
の
節
減
、
市
単
独
事
業
の
合

理
化
、
適
正
化
等
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
最
大
限
の
努
力

を
し
ま
す
。

　

財
政
収
支
不
足
見
込
み
額
に

対
す
る
策
と
し
て
は
、
歳
入
歳

出
と
も
に
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直
し

・
公
の
施
設
の
見
直
し

・
人
件
費
の
適
正
化

・
市
債
残
高
の
縮
減

・
財
産
処
分
等
の
推
進

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

・
債
権
管
理
の
強
化

・
受
益
者
負
担
の
適
正
化

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
長
の
ブ
レ
ー
ン
組
織
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か

●
不
祥
事
の
再
発
防
止
策
と

職
員
の
資
質
向
上
策

特産品振興策は？

農産品のブランド化、情報発信、
生産技術の向上に努める

答
宮内  英明  議員

農業行
政

石田  哲  議員

歳
入
歳
出
と
も
に
抜
本
的
に
見
直
し
、

最
大
限
の
努
力
を
す
る

従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
た
め
、

ど
う
対
策
す
る
か
？

答

行財政計画と長期
財政計画

皆様の声を 高島市政に




